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第８期神戸市介護保険事業計画  

「2025 年（令和 7 年）の地域包括ケアの姿」（案） 

第７期神戸市介護保険事業計画  

「2025 年（平成 37 年）の地域包括ケアの姿」 

 

神戸市では、                        

                                

                 医療・介護・予防・生活支援・

住まいが一体的に提供される地域包括ケアの構築を推進していま

す。 

団塊の世代が 75 歳以上となる               

2025 年（令和 7 年）までに以下の地域包括ケアの姿を目指します。 

 

◆神戸市の「市民福祉」の理念に則して、市・事業者・市民の協力

により、「あらゆる人が社会から排除されずに居場所と役割を得て

生活できる包摂的な地域社会（ソーシャル・インクルージョン） 

 」が実現されている。 

◆フレイル対策をはじめとする介護予防の推進やＷＨＯ神戸セン 

ター・大学等との共同による研究成果等の市民への還元、健康創

造都市ＫＯＢＥの推進など、健康寿命延伸の取り組みにより、自

分らしく生活を楽しみながら暮らしている。 

◆ボランティアや就労などによる社会参加の促進  により、高齢

者が地域社会の中で積極的な役割を担い、様々な世代と交流して

つながりを持ち、医療と介護が必要になっても生活をともに楽し

 

国においては、団塊の世代が75歳以上の高齢者となる2025年（平

成 37 年）を見据え、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の

最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・生活支援・

住まいが一体的に提供される地域包括ケアの構築を提唱していま

す。 

神戸市では、高齢者を取り巻く現状や課題、地域特性を踏まえ、

2025 年（平成 37 年）までに以下の地域包括ケアの姿を目指します。 

 

◆神戸市の「市民福祉」の理念に則して、市・事業者・市民の協力

により、「あらゆる人が社会から排除されずに居場所と役割を得

て生活できる包摂的な地域社会（ソーシャル・インクルージョン）

※」が実現されている。 

◆フレイル対策をはじめとする介護予防の推進やＷＨＯ神戸セン

ター・大学等との共同による研究成果等の市民への還元、健康創

造都市ＫＯＢＥの推進など、健康寿命延伸の取り組みにより、自

分らしく生活を楽しみながら暮らしている。 

◆              社会参加の促進などにより、高齢

者が地域社会の中で積極的な役割を担い、様々な世代と交流して

つながりを持ち、医療と介護が必要になっても生活をともに楽し
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みながら地域活動に取り組んでいる。 

◆地域の多様な機関、事業者、ＮＰＯ等との連携により、あんしん

すこやかセンターが総合相談窓口としての機能を発揮するとと 

もに、災害時を含めた重層的な見守りや権利擁護支援の充実、ユ

ニバーサルデザインのまちづくり推進を図るなど、高齢者が安

全・安心な生活を続けている。 

◆認知症神戸モデルの推進をはじめ、認知症の人とその家族に対す

る理解の促進や   、地域で必要とする支援の充実  によ 

り、             認知症の人にやさしいまちが実

現されている。 

◆在宅医療の需要増に対して、医療・介護の連携した受け皿が整備

され、医療介護サポートセンターをはじめとする医療介護連携の

取り組みの推進により、切れ目のない在宅医療・介護提供体制が

構築されている。 

◆高齢者が尊厳をもって質の高い生活を送れるよう、多様なサービ

スが準備され、高齢者自身がサービスを利用するにあたって、豊

富な選択肢が用意されている。 

◆ＩＣＴやＡＩの活用も含め、サービス提供に必要な人材の確保・

定着が図られるとともに、サービス水準が確保されている。 

 

                

                                             

                    

みながら地域活動に取り組んでいる。 

◆地域の多様な機関、事業者、ＮＰＯ等との連携により、あんしん

すこやかセンターが総合相談窓口としての機能を発揮するとと

もに、災害時を含めた重層的な見守りや権利擁護支援の充実、ユ

ニバーサルデザインのまちづくり推進を図るなど、高齢者が安

全・安心な生活を続けている。 

◆               認知症の人とその家族に対す

る理解の促進をはじめ、地域で必要とする支援の充実などによ

り、安全安心に暮らし続けられる認知症の人にやさしいまちが実

現されている。 

◆在宅医療の需要増に対して、医療・介護の連携した受け皿が整備

され、医療介護サポートセンターをはじめとする医療介護連携の

取り組みの推進により、切れ目のない在宅医療・介護提供体制が

構築されている。 

◆高齢者が尊厳をもって質の高い生活を送れるよう、多様なサービ

スが準備され、高齢者自身がサービスを利用するにあたって、豊

富な選択肢が用意されている。 

◆            サービス提供に必要な人材の確保・ 

定着が図られるとともに、サービス水準が確保されている。 

 

※ソーシャル・インクルージョン 

 高齢者や障がい者など支援を必要とする人も含めた市民の誰も

が居場所と役割を持ち、社会参加が可能となるように包摂してい



くこと。 

 


